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より，塑性変形をともなわないで数A単位の弾性破壊を生ぜしめて加工を行なう， Elastic Emission 
Machining(EEM)と名付ける加工法を新たに提唱し，その可能性の理論的， 実験的検討を行い， さ
らにその実証としての応用例を示したものである O
主な成果は， 1)数十A以下の加工面あらさをもち，かっ結晶学的にも，化学研摩による場合と同
等またはそれ以上に乱れの少ない加工面を得る基本的方法乞材料物性とよく関連づけて示したこと，
2 )いわゆる鏡面の評価法として，光の反射率スペクトル法を考案し，またフォトルミネッセンスス
ペクトル解析を導入することにより従来なし得なかった数十Aの加工面あらさの測定や， 極表面層
の低密度格子欠陥の同定を行うなど新しい加工面測定法を確立すると同時にEEM法の特性の実証
を行ったこと， 3) EEM法で加工されたMOSパラクタのc-v特性，同シリコン・プレーナ・ト
ランジスタの雑音性をしらベ，ともに化学研摩工程を用いた場合にくらべて特性改善がみられること
を確かめ，本加工法の実用的応用における有効性を示したこと，などで，表面の加工，計測，物性の
分野で多くの新知見を得ている O
以上の結果から，本論文は工学 kまた工業土貢献するところが大であり，博士論文として価値ある
ものと認める D
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